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　小樽では石蔵も歴史的建造物の中に含まれてい

ます。平成４年の歴史的建造物は2,357棟（日本建

築学会北海道支部調査）ありましたが、平成24年に

は1,178棟（歴史文化研究所追跡調査）に半減していま

す。一方石蔵は、昭和25年に540棟（道庁調査）あり

ましたが、平成25年355棟（竹内勝治調査）、令和２

年11月現在314棟（同）が現存しています。他の歴

史的建造物が解体される速度に加え、石蔵は簡単

に解体されていません。

　理由は３つあります。代々相続されている場合

は「先祖の誇り」があり、建築的に「まだ使える」

こと、石蔵をデザインとして「再利用（再生）した

い」という理由です。そこで再生（カフェ・レストラ

ン・宿泊施設、店舗、ホール、ミュージアムなど）されてい

るのはおよそ60棟です。

　石蔵は他の歴

史的建造物と比

べると、より小

樽独特の建築と

いえます。まず

小樽の５ヶ所ほ

どの地場で採掘

された小樽軟石

は「商人の合理

性（地元から安価で調達）」を示し、北前船が土壌

をつくった物流基地の小樽港に、大型の石造倉庫

の必要があったという「歴史的必然性」、そして

小樽商人の誇りとして、蔵持ち一人前とする「意

識的昂揚」、さらには木骨石造という「建築様式」

石
　
　
倉

小樽にはどのくらい石蔵があるの？

どうして解体されにくいの？

　「小樽軟石」という呼び名は、小樽で採掘された
軟石をいいます。
　小樽では、天狗山、奧沢などから採掘されてい
ました。
　小樽の石造建築には石造倉庫と商店や個人が建
てた石蔵がありますが、ここでは後者の石蔵を指
します。

カフェに再生　石と鉄 蕎麦屋に再生　籔半

ショップ＆ギャラリーに再生　
December3

ミュージアムに再生
小樽市総合博物館運河館

木骨石造の柱と梁　小樽オルゴール堂本館

昭和戦後運河沿いの石造倉庫群＜小樽市総合博物館 蔵＞
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石蔵は小樽らしいの？
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からして、十分

に小樽らしいと

いえます。した

がって石蔵は小

樽にとって、歴

史的に重要な文

化財といえるで

しょう。

　明治時代の建材の多くは木材であったこと、ま

た小樽は厳寒の気候で火を多用したことなどか

ら、大火の発生が多く、その度に一財産を失う大

災害に見舞われていました。今日の様にコンク

リートや耐火材が普及していない中で、小樽近辺

の軟石に需要が高まるのは自然です。つまり火事

を防ぐために盛んに軟石が採掘され、石蔵が建て

られてきました。また日本では「卯
う

建
だつ

が上がる」

と一人前でしたが、小樽では「蔵
くら

持
も

ち」が一人前

の商人を証明していたようです。

 

　いずれも耐火材として普及したのですが、成り

立ちと堅さや色合いが異なります。

　成り立ちでは、札幌軟石が約４万年前に支笏火

山の噴出物が陸上で堆積した弱
じゃくようけつ

溶結凝
ぎょうかいがん

灰岩です

が、小樽軟石は1000万年前〜800万年前に水中火

山の噴出が水中で堆積した凝灰質砂岩もしくは

角
かくれきぎょうかいがん

礫凝灰岩です。

　堅さでは札幌軟石よりも小樽軟石の方がもろい

ようです。色合いでは、札幌軟石は灰や黒色です

が、小樽軟石は白、黄土、また地
ち

層
そう

により多様な

表情を見せています。 

 ＜博物館学芸員 大鐘 卓哉氏講演より＞

　ＮＰＯ法人小樽民家再生プロジェクトでは平成

27年・平成31年に、再生された中心市街地の石蔵

43棟を取材しています。

①シ ョ ッ プ：�大正硝子、小樽キャンドル工房、

おたる瑠璃工房、オルゴール堂堺

町店、海鳴楼、六花亭、北菓楼、北一

硝子三号館、小樽オルゴール堂、

キンダーリープ、ギャラリー蔵、

おたる瑠璃工房Ⅱ、ディッセン

バースリー、田中酒造亀甲蔵、ヴェ

ニーニ、小樽彩や、浪漫館の石蔵

②カ　フ　ェ：�フリーランス、ゴールドストーン、

プレスカフェ、くぼ家、叫児楼、

アルバコール、オサワイナリー、

ヴェールボア、石と鉄

③レストラン：�北海あぶりやき、小樽ビール・小

樽倉庫No.１、びっくりドンキー、

すし耕、マンジャーレ、ふじ寿司、

藪半、源平、夢二亭、健康応援社、

和楽、ラーメン問屋

④ミュージアム：�小樽市総合博物館運河館、小樽芸

術村ステンドグラス美術館

⑤ホ　ー　ル：運河プラザ

⑥宿 泊 施 設：蔵宿末広

　石蔵は、それ自体孤立して建てた人はいません。

つまり事務所や店舗あるいは自宅母屋の裏に付随

して物を保管する目的だったからです。その物は

大事な物ですから耐火の軟石を使用したわけです

が、こういった事実経緯からして、石蔵はそもそ

も秘密めいていました。しかし現代の再生した石

蔵はすべて不特定多数の人々が入って楽しめる空

間になっています。

　このように石蔵の「秘密」「保管」「裏」といっ

たイメージが、時を経て現代人が再生することに

よって「開放」「交流」といった「明るい」イメー

ジに変化しています。

石
　
　
倉

どうして小樽で石蔵がたくさん建ったの？

札幌軟石と小樽軟石は違うの？

小樽市内の再生石蔵は？

石蔵の街〜秘密から開放へ〜

石壁を活かした廊下　田中酒造亀甲蔵

明治37年の大火では石造建築だけが残った＜小樽市総合博物館 蔵＞

軟石の彫刻オブジェ（小樽石蔵アート展）
石蔵が開放空間となり、軟石をアートに使用





















明治中期　現寿司屋通りを走る蒸気機関車＜小樽市総合博物館 蔵＞
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